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朝
日
町
を
は
じ
め
と
す
る
新
川
広
減
圏
内
（
黒
部
市
・
宇
奈
月

町
・
入
善
町
）
に
、
平
成
百
年
4
月
の
開
局
を
目
指
し
、
C
A
T
V

（ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

抱繊に密着した政送 ・情報提供
が可能になります！

テレビもインターネットも
楽しむことができます

0・0・0・CATVの料金・工事パターン一例0・0・0・
マ利用料（月額・消費税別）

利用料 （月額） 視聴できるチャンネル

－行政、コミュニティチャンネル

エコノミープラン 1,000円 （新川地域及び県内の情報）

・ NHK、民放などの地上波放送 なと

多チャンネルプラン
3,000円

上記チャンネルのほか、映画・音楽 ・スポーツ・アニメ

（ホームターミナルが必要です。） 等、多彩なジャンルのチャンネル

2台目は1,000円追加（消賀税別）

3台目以降は1台につき500円追加（消費税別）

※NHK受信料（衛星放送富む）は別途NHKlこ支払うこととなります。また、 一部有料チャンネル（WOWOWなど）は別途料金

がかかります。

※ホームターミナルの増設

自主放送の実施等により地域に密着した行政情報、防災 ・緊急情報、

地域交流情報を提供し、住民生活の利便性の向上を図ります。

マ初期費用

区分 契約パターン 加入料 引込工事費 宅内工事 費

エコノミー
通常 無料 実費負担 実費負担 標準工事費（T¥パ台接続）

キャンペーン 無料 無料 町単補助 一12,600円（税込）
テレビ料金

通常 無料 実費負担 実費負担 標準工事費 （TV1台接続）
多チャンネル

キャンペーン 無料 無料 町単補助 一14,700円（税込）

インターネット 現在、利用しや4い料金設定と与るよう検討中です。

・回・

p
u
《

C
A
T
V
と
は
？

C
AT
Vは、

「打
線
テ
レ
ビ
』
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
版
活
用
と
作

家
一
民
を
ト
打
線
（
ケ
ー
ブ
ル
）
で
結
び
、

こ
れ
を
利
則
し
て
従
米
の
テ
レ
ビ
放

迭（
N
H
K
・
民
放
）
や
、

B
S、
C

S
般
送
と
い
っ
た
附
川
政
送
な
ど
、

多
彩
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
け
ん
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

C
A
T
V
の
利
点

①
安
定
し
た
映
像

・
音
声

ケ
ー
ブ
ル
を
利
川
す
る
た
め
、
作

家
婦
の
い
m
根
に
あ
る
ア
ン
テ
ナ
や
、

衛
以
一般
送
則
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

が
不
必
泡
波
附
川
や
じ
〈
似
に
ぶ
れ

さ
れ
ず
に
、
安
定
し
た
映
像

・
口
山

を
策
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

番
組
の
放
送

朝
日
町
を
は
じ
め
、
近
隣
地
域
の

行
下

・
併
し
物
・
ぷ
組
な
ど
、
地
域

に
惚
れ
し
た
情
報
を
発
似
し
、
午
前

の
利
他
件
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
高
速
・
大
容
量
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ

ト
通
信

C
A
T
V
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

※キャンペーン期間は平成14年12月20日悩までです。
※宅内工事費については、エコノミーで12,600円、多チャンネルで14,700円の補助制度があります。なお、 2台以上の
設置等により補助金額を超える工事費については、加入者の負担となります。

多チャンネル

テレビ3台
うちホームターミナル1台

接続の場合

ホーム共聴工事

テレビ1台

接続の場合

テレビ3台
接続の場合

マ工事の一例（消費税別）

エコノミ－

テレビ1台

接続の場合

を
利
川
し
た
い
川
性
能
の
ケ
ー
ブ
ル
を

使
用
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
も
楽
し
む
句
」
と
が
で
き
ま
す
。

向
述
で
、
か
つ
ト入
山
門
川
の
的
制
を

送
受
い
い
で
き
る
蹴
股
が
町
内
全
域
に

整
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

川
で
は
、
行
町
内
で
C
A
T
V
に

閲
す
る
説
川
会
の
川
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
説
明
会
で
は
、

C
A
T
V

と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
、
料
令
は
い
く

ら
か
、
な
ど
に
つ

い
て
説
明
す
る
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
縦
問
に
も
お
符
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
怖
さ
ん

の
ご
出
席
を
お
待
ち
巾
し
上
げ
ま
す
。

川
科

・
会
川
柳
咋
に
つ
き
ま
し
て
は
、

決
ま
り
次
第
ご
案
内
中
し
k
げ
ま
す
。

C
A
T
V
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は

役
場
企
画
財
政
課

（宮
内
線

2
2
4）

標準工事費

39,000円

（ブースター付）

単独配線工事

標準工事費

14,000円

※宅内工事は露出配線が基本です。隠ぺい配線などの特殊工事は別途見積もりとなります。

※既存のアンテナ・配線の織去は加入者の負担となります。

ホーム共聴工事

標準工事費

35,000円
（ブースター付）

標準工事費

12,000円

単独配線工事

園調’



ます医療保険が変わり日から平成14年10月
～老人保健のここが変わります～～国民健康保険のここが変わります～

医
療
費
の
自
己
負
担
の

割
合
が
変
わ
り
ま
す

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
姉

貨
の
負
判
訓
合
は
、
所
得
に
応
じ
て

l
訓
メ
は
2
訓
の
れ
円
相
い
に
な
り
ま
す
。

〔 自己負担 J 
平成14年10月1日から
区 分 外来 ・入院とも

かかった医療費の1割負担
高所得者（一定以上の所得がある方）

すべての は2劉負担
医療機関 ※入院については、医療費の1割

又は2811を支払いますが、限度
額を超える支払いはありません。

。
平成14年9月30日まで

入院

1日850円
｛周4回3,400円まで）

i定率1割
病院およ｜ 定率1割負担 ｜ 負担

｜月額上限3.200円 ｜
ぴ定率制｜ ｜限度額あり

I （ベッド数200床以ょの！
の診療所l I 

｜翁院の1易合5.300円）｜ 

外来区分

一の一削
刷
所

一額
療

一定
診

医
療
費
の
自
己
負
担
の

割
合
が
変
わ
り
ま
す

医
僚
機
関
の
窓
日
で
支
払
う
朕
縦

覧
の
負
担
割
合
は
、
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。

【 自己負担 】
平成14年10月1日から

1割

2割

3歳以上70歳未満の方 3劃
※退隠者医療制度該当者の本人及び
被銭養老の入院は2劉

70歳以上75歳未満の方
（高所得者は2割）

3歳未満の乳幼児

。
平成14年9月30日まで

70歳未満の方 3割
※退職者医需要制度薮当者の本人及び
被扶養者の入院は2創

〆．r

老
人
保
健
の
対
象
年
齢

が
変
わ
り
ま
す

従
来
は
、
刊
般
か
ら
老
人
保
健
で

断
械
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
な
引
、
ロ
「
斑

4
・ド
O
H
J
l
l
ぷ
年

可，」守，
P

、ιι
nf
e
B
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a
4
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い
い
河
川
凧
に
な
る
店

｛附
加
ア
年
同
川

l
円
以
附
に
住
ま
れ
た
ん
万
）
は
、
汚

成
に
な
る
ま
で
引
き
続
き
、
呪
ゎ仕加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
で
医
械
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
医
般
的
の’
H
己
白
判
別

什
な
ど
は
、
芭
人
保
陛
と
川
慌
で
す
。

O
平
成
同
年
9
月
初
日
ま
で
に

加
歳
に
な
る
方

位
人
保
帥
で
似
械
を
受
け
ま
す
。

※
別
配、

芭
人
保
仙
の
じ
ん
は
引
き
続

き
若
人
保
鮎
で
．似卸
を
受
け
ま
す
。

O
平
成
リ
同
年
叩
月
1
日
以
降
に

市
織
に
な
る
万

引
怠
続
き
加
入
す
る
．M州
出
似
険
で

似
耐
を
受
け
ま
す
G

※
川
町
制
7
川
・
叩
川

1
1
以
降
に
作れ
ま

れ
た
方

《
医
療
機
関
で
のか
か
り
方
》

民
的
機
附
の
窓
U
で
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
「
保
隙
証
」
と
、
新
た
に

交
付
ぢ
れ
た
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」

を
提
示
し
ま
す
。

O
新
た
に
交
付
さ
れ
た
「
主
人
医
出

万
歳
に
な
る
ま
で
国
民
健
康

保
険
で
医
療
を
受
け
ま
す

川
以
川
出
版
似
険
に
加
tf
し
て
い
る

い力で
平
成
同
年
同
月
l
日
以
降
に
刊

版
に
な
る
い
ん
（
附
和
7
年
間
川

l
u

以
降
に
作
いま
れ
た
方
）
は
、
市
成
に

な
る
ま
で
川
以
他
出
保
険
で
似
械
を

叉
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
医
州
即
位
の
れ
己
れ
判
川

んけな
ど
は
、
老
人
保
健
と
川
械
で
す
れ

よ
S
、
ド
ド
O

i
l
－－
以
年
こ
刀
茂

4

1
2
τ
4

J

’’J
a

’oa
，E，
E
E
B

’E，vbr
，．m
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白
M
F

に
な
る
いん
に
は
、
新
た
に
’
什
I
」
白
判

別
行
（
l
訓
メ
は

2
割
）
を
一不
す

「高

齢
受
給
者
証
」

が
い
父
付
さ
れ
ま
す

《
医
療
機
関
で
のか
か
り
方
》

o
m歳
未
満
の
万

以
州
機
聞
の
窓
け
で
は
、
今
ま
で

ど
お
り
川
保
の
似
険
証
を
提
ぶ
し
ま

す

似
附
機
附
で
は
、
保
険
説
に
刀

い
で
あ
る
中
年
川

H
に
よ
り
山
己
白

判
別
什
を
判
断
し
ま
す

o
m鰻
以
上
市
歳
未
満
の
方

以
山
町
機
附
の
怒
り
に
は
、
川
保
の

保
険
川
と
新
た
に
交
付
さ
れ
る

「高

齢
受
給
者
証
」

を
提
一不
し
ま
す
e

新
た
に
い
父
付
さ
れ
る

「，H川
船
交
紡

昨日
川
」
に
は
、
自
己
れ
判
の
訓
A
N

T
－川
メ
は
2
川
）
が
ぷ
山
制
さ
れ
て
い

ま
す
。

受
給
荷
説
」
に
は
、
自
己
負
担
の

割
合
（
i
剖
文
は

2
割
）
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

＋
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
が
限

度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
払

い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す

ー
か
川
（
川
じ
川
内
）
に
、
ぶ
払
っ

た
日
己
負
判
金
が
ぶ
の
打
点
の
自
己
負

判
限
度
額
を
超
え
る
場
合
は
、
役
場

に山
中
指
す
る
と
、
そ
の
越
え
た
合
舶

に
つ
い
て
「
刈
額
以
彬
仰
ど
と
し
て

払
い
．M
し
が
受
け
ら
れ
ま
す

【 自己負担限度額（月額） 】
区 分 品安Pc~1雪窓 外来入院をあわせた世帯の限度額

高所得者 ｜ 72,300円
｛一定以上の所得がある方） 40,200円 区叙貨が361.500円を超えたII舎は、

超えた分の1%を加鱒
一
一 般 12,000円 40,200円

住民税 低所得者II
8,000円

24,600円
非課税世帯 低所得者l 15,000円

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

医
都
民
の
’
H
己
口
利
が
山
川
制
に
な

っ
た
と
き
に
払
い
民
し
さ
れ
る
「
古川

・盟E
J
 

※
「
高
所
得
者
（
一
定
以
ヒ
の
所
得

一

一

が
あ
る
方
ご
と
は
、

同

一
階

一

お
に
課
税
所
得
が
1
2
4
万
円

以
上
の
老
人
院
掠
受
給
計
X
は

刊
成
以
L
L

の
刀
が

い
る
い
ん
で

す
た
だ
し
、
缶
入
院
州
受
給

行
及
び
市
歳
以
上
の
万
の
収
入

の
合
A
が
6
3
7
万
円

（
m身

計
一
引
な
ど
例
都
内
に
仙
の
主
人

医
療
受
給
者
X
は
河
川
戚
以
ヒ
の

店
が
い
な
い
場
介
は

4
5
0万

川
）
ぷ
揃
の
叫
ん
川
は、

中
川川に

よ
り
日
己
白
川
一
の
川
什
は
l

川
、
山
己
れ
判
似
位
制
は

で
一

般
」
の
似
分
と
な
り
ま
す
ω

※
「
低
所
付
行
日
」
と
は
川
い
川W
A
K

日
が
什
肌
民
悦
非
川
悦
の
い
ん
で

す
※
「
低
所
仰
行
l
」
と
は
、
肘
川
W

A
K
H
H
が
作
以
悦
非
川
悦
で
あ
っ

て
、
肘
川
W
A
K
H
に
つ
い
て
行
川

仰
の
似
人
命
制
聞
か
ら
必
叫
統
的

等
｛
年
金
収
入
は
防
万
円
を
仲
間

除
額
と
し
て
計
昨
）
を
泣
し
引

い
た
時
O
円
に
な
る
い力で
す
。
一

※
低
所
得
者
I
、
日
に
訟
中ー
す
る

万
は
、

「芭
人
医
怖
の
限
度
額

適

m
－
開制下

nM刊加
減
飢
認
定

』
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

役
場
に
中
治
し
て
く
だ
さ
い
。

制
州
町
民
代
」
の
剛
山
制
が
変
わ
り
ま

す
。（
低
所
仰
の
い
ん
に
つ
い
て
は
、
耐

え
川
き
）
却
し
く
は
役
均
他
版
制
批
諜
阪
航

保
険
係
に
お
問
い
んけ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
川
の
．
山
新
の
隙
に
、

祈
た
に
「
刈
附
受
給
打
川
」
を
あ

わ
せ
て
お
渡
し
し
ま
す
d

－
平
成
同
年
4
月
か
ら
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

3
威
か
ら
刊
成
米
満
の
返
脇
被

似
険
行
（
そ
の
被
以
北
行
の
入
院

を
合
む
｝
の
日
己
れ
判
の
川
什
は
、

．ド
長

5
・ド
1
l
｜

l
y
、
コ
、
占
的

Lμ

’l
t

d
it

－
－

d
’ム

6

・4
川

J

か
ら
3
川
れ
刊
に
な
り
ま
す
。

M
U仕
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
似

険
説
に
は
、
’
H
己
れ
一
判
別
九
日
｛2

訓
）
の
表
ぷ
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
凶
作
4
川
以
降
蛇
川

で
き
な
く
な
り
ま
す

こ
の
た
め
、
米
作
3
川
に
保
険

川
を
山
析
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
の
み
な
さ
ん
へ

－
本
年
叩
月
1
日
以
降
に
刊
掃
に

な
る
方
の
遺
臓
保
険
証
が
更
新

さ
れ
ま
す

盆
人
保
健
で
院
掠
を
受
け
る
い
力

の
対
象
年
齢
が
引
き
十
げ
ら
れ
た

こ
と
に
作
い
、
選
服
者
医
療
制
度

内ノ

J
J
H
H
ド
市
－
2
0後
ド
向
H（
J

5

A
U
ν
A
q，i’
山
間
刊

d
Y
7
5

・HJ
t

d

”J’円
J

7
’

成
れ
小
川
酬
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
保
険
川
の
れ
幼
則

阪
が
刊
厳
に
な
る
川
の
ド
小
川

（川

の
初
日
が
誕
仲
仁
川
の
い
ん
は
、
前
川

本
川
）
に
な
っ
て
い
る
いん
に
つ
い

て
は
、
保
険
証
の
れ
効
期
限
が
変

わ
り
ま
す
m成
に
な
る
川
の
下
旬
以
に
役

助
か
ら
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、

保
険
川
の
．山
新
子
続
き
を
お
刷
い

い
た
し
ま
す

－
問
い
合
わ
せ

・

役
場
健
康
福
祉
課
医
療
保
険
係

（
公
役
場
内
線
1
4
5
）
ま
で



今
年
で
叩
回
目
を
迎
え
た
全
国
ビ

l
チ
ボ
ー
ル
競

妓
大
会
が

9
月
刊

・
向
日
の
2
日
間
、
朝
日
町
文
化

体
育
セ
ン
タ
ー

「サ
ン
リ
｜
ナ
」
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
げ
都
府
県
か
ら
過
去
最
高
の

4
2
7

チ
ー
ム
が
参
加
。
2
，
3
3
5
人
の
選
手
が
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

初
参
加
は
、
岩
手
県
花
巻
市
、
新
潟
県
山
北
町
、

神
奈
川
県
川
崎
市
、
愛
知
県
日
進
市
、
滋
賀
県
能
登

川
町
、
福
岡
県
春
日
市
の

6
市
町
。
今
年
も
ま
た
、

白
と
緑
の
ボ
ー
ル
は
全
国
に
向
け
て
発
信
さ
れ
ま
し

た
。

／ 〆手

~ 

a
V亀
十
d

＼

各部門の成績

－『』吋

各部門の成績

O
男
子
情
歳
以
上
の
部

.A.n.w.o（弱田町）

次優
勝勝

珂n．
w
．0
（
制
円
町
）

チ
ー
ム

・
テ
イ
ツ
プ

・
ト
ッ

プ
（
東
京
都
文
京
区
）

博
労
ピ

l
チ
ポ

1
ル
ク
ラ
ブ

｛
尚
岡
市
）

羽
制
似
業
部
（
州
中
町
）

3 
イ＼J.

O
男
子
引
歳
以
上
の
部

市男氷M川A
 

～

州

戸

釧

づ
一

3次優
位 j扮勝

H
U
M
A
N
（
氷
見
市）

伏
木
ク
ラ
ブ
（
高
岡
市
）

逆
転
イ
ツ
パ
ツ
マ
ン

（
愛
知
県
佐
出
町
）

μ十
嵐
正
務
店
（
新
波
市
）

ア

O
男
子
引
歳
以
上
の
部…

f
 

般
打
ク
ラ
ブ
（
脳
波
市
）

…
仏
間
B
B
C（
日
山
市
）

す
も
う
ダ
ン
サ
ー
ズ
（
川
波
町
）

さ
く
ら
サ
l
フ
ァ
l
ズ

（
大
沢
野
町
）

3 I火催
｛な imim O

男
子
引
歳
以
上
の
部、G：ふら

企伏木クラブ（高岡市）

h

－F
 

・，a’e
 

3次優
位，~， )J労

伏
本
ク
ラ
ブ
（
刈
岡
市
）

ア
ロ
ー
ズ
（
日
州
市
）

恕
縦
必
（
小
矢
部
市
）

キ
ヤ
ツ
ツ
（
愛
知
県
瀬
戸
市
）

・2・
....チーム・ティップ・トップ

（東京級文京区

優
勝

チ
ー
ム
・
テ
イ
ツ
プ
・ト
ッ
プ

（
東
京
都
文
以
以
）

岩
槻
B
E
A
C
H
B
O
Y
S

（
附
玉
山
川
訂
槻
市
）

p
e
e
k－
A
｜
β
0
0
（机

U
町）

T
M
B
B
C
｛山
岡
市
）

次
IE身

3 
位

企井j皮オリーブ（井波町）

3 次優
位勝勝

I
n
f
i
n－
－

1
y
 
（
朝
日
町
）

山
岡
ラ
ッ
キ
ー
ズ
（
一
川
附
市
）

O
女
子
引
歳
以
上
の
部

3次桜
山 IE妙，g,

レ
イ
ラ
お
お
や
ま
（火
山
川
）

林
似
楽
部
（
脳
波
山
）

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ブ
（
川
波
川
）

え
ん
が
わ
（
正
川
町）

O
女
子
引
歳
以
上
の
部

3次優
位 JIDJ扮

音
羽
あ
い
（
ぃ
以
以
都
文行小川れ）

キ
ラ
ア
ズ
（
点
以
部
文
ぶ
w
m
）

ク
イ
ー
ン
ズ（愛
知
県
足
利
町
）

照
天
楼
（
新
潟
県
糸
魚
川
市）竃．
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自然発生的スケ四トボードグループf?J

初
年
ぶ
り
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

川
村

政
く
ん
市
似
也

氏
述
紀
叶
いじゅ
く
ん
忌
渋
川
｝

制
止
小
川
くん
｛中

旬

浜
州
俊
介
くん
－人工川町

4
人
l
チ
l
ム
で
、
体
h
M
や
山
少
行
技
術
、

炊
下
、
テ
ン
ト
品
川
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト

な
ど
の
総
什

ω以
を
鋭
う
山
川
鋭
校

と

色

や

米
田
知
弥
くん

mm
草
野
の
米
間
正
人
・

英
和
子
さ
ん
夫
衰
の
長
男

（平
成
ロ
年
3
月
5
日
生
）

中

村

恵

菜

ち
ゃ
ん

沼
保
の
中
村
聡

・

か
お
り
さ
ん
夫
裂
の
長
女

（
平
成
比
年
同
月
時
日
生
）

l
 

，
 
1
 

・7

山
川
校
山
応
部
が
、
こ
の
競
技
で
お
年
ぶ
り

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
山
助
を
山
本
た
し
ま
し
た
。

部
民
の
柏
木
パ
は
『
以
六
会
で
は
、
ダ
メ

だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
準
優
勝
と
な
り
惰

き
ま
し
た
」
と
F
川
し
ま
す
が
、
制
ん
が
山
川州

統
を
仰
て
、
い
次
械
山
山
川
山
体
山
、
－
二
鮎
以
いい
で

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
臨
み
ま
し
た
。
えし
に似…

ス
ピ
ー
ド
が
述
い
ま
し
た
」
と

4
人
が
山

を
そ
ろ
え
て
敗
同
を
分
析
。
し
か
し
、
大

き
な
’
H
Uに
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

「
お
も
し
ろ
そ
う
」
（
州
本
）
、

「ア
ウ
ト
ド

ア
が
灯
き
」
（
安
述
）
、
「
体
力
を
つ
け
た
い
」

（
川
村
）
、
「
．
中
和
な
部
だ
と
思
っ
た
」
（
浜

州
）
が
、
人
却
の
動
機
で
す
が
、
今
で
は
4

人
と
も
「
山
削
へ
的
い
た
川
の
述
成
感
と

眺
め
が
日
以
山
川
』
だ
そ
う
で
す
3

州
本
川
、
川
村
け
の

3
年
引
は
こ
れ
で

が
業

「機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
吻
り
た
い
し
、

．
生
山
川
を
続
け
た

い
」
と
ぷ
し
ま
す
。

そ
し
て

2
作
小
．
の
次
述
川
、
浜
州
ハ
は

「
米
作
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
山
川
柳
」
を
け
似
に
、

l
年
生
l
夕
刊
と
の

3
人
で
が
ん
ば
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
3
人
・
：
つ
あ
れ
っ
・
4
人
の

チ
l
ム
に
は
1
人
足
り
な
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
っ
「こ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
口
市
一
な
経
験

を
後
協
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

り
ま
す
、
で
も
だ
れ
か
入
部
し
て
く
れ
な

い
と
・
：
」
と
米
年
を
盛
う
4
人
。

御
前
し
た
伝
統
を
守
っ
て
い
け
る
か
ど

う
か
は
新
し
い
カ
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。

み
ん
な
！
山
門
戸
市
に
人
ろ
う
！

山

本
頒

子

さ

ん

｛
平
柳
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

弘
の
少
は
、
見
一
行
川
に
な
る
ζ
と
で

す
。
か
み
の
E
を
い
じ
る
こ
と
が
大
好

き
な
の
で
、
主
計
川
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、

そ
の

か
み
明
で
お
守

さ
ん
が
HM
ぷ
泌

を
け
凡
て
み
た
い

で
す

寺

田

康

治

さ

ん

（東
草
野
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
少
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

で
的
制
で
き
る
滋
子
に
な
る
こ
と
で

す
。
A
r
ぼ
く
は
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
や
っ
て
い
ま
す
『
・
ま
だ
ま
だ
み
ん

な
よ
り
う
ま
く
な
い
け
ど
、
・
不
や
予
校

で
も
れ
主
練
刊
を
し
て
う
ま
く
な
り
た

’m戸
い
で
す
。

za
vE
P
‘

夢
を
夢
の
ま

明
－i一
f
’
j
ま
で
終
わ
ら
せ

咽一

一平

γiFdp
な
い
で
努
力
し

て
い
き
た
い
で

す

藤田真澄さん（27歳平柳｝
一一 例日商業開発除式会社ーー

スケートボ

チーム名もない、発足は不明、集まる日も不明、スケー

トボードを楽しむという目的のみが一致した自然発生的な

グループです。

仕事帰りや休日にサンリーナ裏の駐車場で、

ードの練習をしています。

各自が持ち寄った道具を使って、 f臨時ボードパークIの
ようになることも－～その噂力、広まり、休日には、県内各

地からの遍征組も練習に来るほどの有名ポイン卜になって

います。

多くの若者が集まる場所にありがちな、 ごみ、タバコの

ポイ捨てなどは一切ありませんよ。こういう場所が汚れて

いると真っ先に疑われるのは自分たちですし、貴重なこの

場所を大切に使っています。

スケートボードには最高のポイントではありますが、難

点は夜、照明が少し暗いこと。ですから、夜は I怪しいグ

ループjに見えて、印象は少し悪いかもしれませんね（笑）。

スケートボードを楽しんでる人口はかなり多いはず。こ

こに来て一緒に練習すれば、刺灘を受けて上達もかなり早

いですよ。

興昧のある方は、サンリーナ裏の駐車場をのぞいて見て

ください。

さわやかさん

t. .び.~~－－ －ーミh竜一一ー一←ー占必
四τ：プ一 、＼ぜ）
/ , .. 

最高の遊び場所に集う
fなかまたちj

仮
口
朔
政
く
ん

（大
家
庄
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

以
の
将
米
の
少
は
、
相
山
川
8
F
8
r
H

4
メ
ー
ト
ル
の
判
併
で
一
冊
。川
い
山
、

エ
ベ
レ
ス
ト
山
に
な
似
す
る
こ
と
で

す
。
わ
け
は
、

笠
山
が
好
き
だ
し
、
附
一

山汁で
4

荒川内
い
山
の
削
に
引
っ
て
み
た

い
か
ら
で
す
。

－

そ
の
た
め
に

r
ち
体
を
き
た
え
、

、知
減
、
本
hμ
、

技
術
を
身
に
つ

＋
J

，、．’’
u
v品
川
ノ
h
h

，‘J
’’h

，r
’t，，h
J

f

 

、
で
す

勝
田
健
太
く
ん

（桜
町
）

五
箇
圧
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
少
は
、
マ
ラ
ソ
ン
選

rに

な
る
こ
と
で
す
今
は
、
辿
に

2
N

初
分
心
っ
て
い
る
け
ど
、
ま
だ
ま
だ

泌
く
な
り
ま
せ
ん
。
大
人
に
な
っ
た

ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
山
て
、
－
H

阿
伯
尚

子
選
予
の
よ
う
に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で

a
金
メ
ダ
ル
を山川

り
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
全
開

出汁
で
有
名
な
選

子
に
な
り
た
い

で
す
。

目
標
？
目
標
は
・・．

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ス
カ
の

テ
ナ
ン
ト
先
ヒ
げ
の
処
用
や
、
広
告

・

チ
ラ
シ
の
制
作
な
ど
を
判
中
J

し
て
い
ま

す
。ま
だ
ま
だ
党
え
る
こ
と
が
多
く
、
師

川
パ
タ
パ
タ
し
て
い
ま
す
が
、
併
し
物

の
・
民
側
舎
の
ぞ
け
る
裂
し
み
が
あ
り
ま

す
仰
の
職
財
で
印
刷
に
桝
わ
っ
て
い

た
の
で
、
チ
ラ
シ
の
制
作
な
ど
は
れ
験

が
川
か
せ
そ
う
で
す
。

小
池
阿
川
の
川
一
品
で
、
お
山
汁
さ
ん
を
向
た

せ
す
ぎ
て
怒
ら
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
況
に
・
肝
心
得
さ
ん
の
側
に

hu
っ
た

行
動
や
仕
引
け
を
し
た
い
と
々
え
て
い
ま

す
。
チ
ラ
シ
作
り
も
、
お
符
さ
ん
に
は

や
す
く
な
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

川
の
児
民
ク
ラ
ブ
辿
合
会
の
役
此
も

や
っ
て
い
て
、
股
近
、

い
ろ
い
ろ
な
恨

楽
に
参
加
し
て
い
た
ず
ど
も
た
ち
に
戸

を
か
け
で
も
ら
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
う
れ
し
い
で
す
ね
。

川
相
つ
円
相
は
紡
的
で
す
H

で
も
ιγ

記
は
水
炉
で
す
け
一
・
：
な
の
で
、
・
材
近
な

日
制
を
．．
 
J

う
と
、
パ
ソ
コ
ン
の
U
術
を

も
っ
と
卜
．
述
さ
せ
て
、

社
引
や
山
市
ク

ラ
ブ
で
の
的
助
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ど

に
川
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

日
開
山
地
成
の
た
め
何
日
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ス
カ

・
ア
ゼ
リ
ア

を
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

置調’
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企あくあ（11)

な
ん
だ
か
ん
だ
い
っ
て
も
、
一
向
上
も

心
お
も
川
刷
物
も
、
以
色
は
す
っ
か
り
秋

の
色
。
暑
い
薪
い
と
う
な
っ
て
い
た

日
々
が
ウ
ソ
の
よ
う
で
す
。

今
月
の
テ
l
マ
は

「
秋
の
過
ご
し

方
」
で
す
。
さ
て
、
み
な
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
秋
を
過
ご
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

秋
の
過
ご
し
方
と
い
え
ば
：

「芸

術
の
秋
」
に
し
て
み
た
い
な
あ
ー
で

も
ほ
と
ん
ど
「
食
欲
の
秋
」
に
な
り

そ
う
で
す
。

（P

N
ア
ッ
プ
ル
さ
ん
）

＠
こ
れ
、
ま
さ
に
人
間
の
永
述
の
テ

ー
マ
で
す
ね
。
だ
っ
て
次
も

秋
と
い
っ
た
ら
や
っ
ぱ
食
欲
！
で

も
芸
術
も
い
い
よ
な
あ
、
読
包
の
秋

も
い
い
け
ど
な
、
で
も
食
欲
の
秋
に
。

（p
．N
青
空
さ
ん
）

＠
や
は
り
結
論
は
こ
う
な
る
。 。

泊
南
部
保
育
所
の
巻

｛
ひ
か
れ
ん
で
よ
か
っ
た
ん
〕

（

4
ル剛山
川ん
）

T
〈ん

「
ぼ
く
、

く
ち
で
ひ
か
れ
る
が

・回コ·－可ー＿...，~一一＿，.__ .＿，.........，＿＿え一一一

運動会の練習なんです。実は。

K
，、ん

「K
く
ん
’
ら
九
市
川
付
ち
ゃ
よ

K
く
ん
「
だ
っ
て
1
円で
いいい

っ
ぱ
い
あ

る
も
ん
ね

T
く
ん

一
l
円
l
k
－ねえ

〔
何
の
煙
か
な
っ
・
〕

2
山
城
山
）

窓
の
外
か
ら
述
く
に
向
い
州
を
見

つ
け
て

M
hゃん｛
ね
l
先
生

け
ん
て
見
て

．『;ii'- .. 
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に
な
っ
た
ん
や
っ
そ
。
ヒ
ュ

l

（~~ 
(j 

あ
l
州
山
山
と
る
ね
1
0
firf 
0) 

11d'llif沙（つ）

~© 周

ヒ
ュ
l
｝
（
川
筒
を
ふ
き
始
め
る
）

C
なん

「
私
も
く
ち
で
ひ
か
れ
る
が
に

な
っ
た
ん
ヒ
ュ

l
ヒ
ュ

l
」

k
hゃん「
私
は
ね
｜
う
ち
の
近
く
の
必

ち
ゃ
ん
市
に
ひ
か
れ
そ
う
に
な

っ
た
ん
や
っ
そ
。
私
ひ
か
れ
ん

側
や
ろ
ね
つ
」

M
むん

「
私
知
っ
と
る
よ
。
あ
れ
魚
悦

い
と
る
側
ゃ
っ
そ
。
大
き
い
魚

ゃ
か
ら
た
く
さ
ん
燃
川
と
る
ん

や
よ
｝

＇~ fi 

そ
っ
か
あ

品川…かあ
｝

,¢ .. ‘，，，..，向。
I;! .，~，·－~ 

e，‘. ~ r'~ 
ミ..，，叙S
.，，.ず
.・..宅怖”
ぜ.., 

，、叫・d... .. り..... 雪1
．、r'"·I•, 
a州 z・M..・.., .. , 

.....葵

で
よ
か
っ
た
ん
」

〔
ぼ
く
ん
ち
び
ん
ぼ
う
〕

（

3
・
5
此
児
）

T
く
ん
｛ぼ
く
ん
ち
、
び
ん
ぼ
う
な
が
」

似し

n
k

｛T
く
ん
、
先
生
ち
も
い

っ
し
ょ」

T
〈
ん
「
だ
か
ら
さ
あ
、
あ
ん
ま
り
な

ん
で
も
口
わ
れ
ん
が
よ
ね
』

M
之ん

「
そ
う
食
べ
た
い
ね
！
」

川
必
創
で
話
し
て
い
た
M
ち
や
ん
で

し
た
。
で
も
本
中
ー
は
削
の
矧
だ
っ
た
の

秋
：・と
言
え
ば
、
や
っ
ぱ
読
書
で

し
ょ
う
。
ヒ
マ
な
時
は
本
読
ん
だ
り

し
ま
す
ね
。（
P
N双
葉
シ
ョ
ウ
さ
ん
）

今
年
の
秋
は
読
書
で
過
ご
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
読
み
た
い
小
説

が
け
つ
こ
う
あ
る
の
で
；
。

（p
．N
ア
マ
グ
リ
蝶
さ
ん
）

＠
い
い
で
す
ね
え
。
教
義
も
深
ま
る

し
。来
月
の
テ
ー
マ
は

「運
動
会
っ
て

ど
う
？
」
で
す
。
み
な
さ
ん
の
思
い

川
や
忘
気
込
み
を
苫
い
て
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
メ
ー
ル
で
の
投
前
や
ご

必
U
ん
も
受
け
付
け
ま
す
。
ア
ド
レ
ス

は
r
0
2
0
＠
gt〈コ
ω
S
Yご
ov益
ヨ
m

こ℃

た
く
さ
ん
の
投
稿
お
待
ち
し
て
ま
す
。

※
投
稿
者
の
み
な
さ
ん
へ

氏
名
の
相
械
が
附
る

mAHは
、
氏

名
の
ほ
か
に
「
匿
名
希
望
」
や
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
お
脅
さ
く
だ
さ
い
。

か
し
ら
っ

出血
部
A
V
イ
又

~＠® 

〔
問
題
〕

①
加
問
判
全
川
ピ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

で
の
朝
日
町
の
人
員
チ
l
ム
数
は
つ

c. 

A. 

B. 

9 

3 

②
な
な
い
ろ
K
A
N
で
大

M
M付
の
フ

リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
l

l
ま
呼
l

l

J｛
｛

｜

 

に
開
催
つ

A. 

3 
卜｜

c. 
13 
l二｜

B. 

J J 
I~ 

〔
応
募
方
法
〕

大
は
が
き
に
告
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
叩
同
時
日
間
四

（中f
H
m印
ト
付
幼
）
ま
で
役
防
総
務
課

総
務
広
柑
係
（
干
mw
・0
7
9
3叩
川

町
迫
ド
1
1
3
3
）
へ
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
抽
選
で

3
人
に
凶
苫
み
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
山
川
口
げ
の
中
1
退

行
は
、

p
．N
ヒ
マ
ワ
リ
さ
ん
、

p
．N

的・
叫
ー
さ
ん
、

p
．N
口
空
さ
ん
に
決
ま

り
ま
し
た
。

町長のひとりごと

私たちの町で生まれた fpつ

でも ・どこでも ・だれでもピー
チポーlレJ。
町民一人ひとりが、 生涯にわ
たり各々の年齢、体力に応じて
スポーツに親しみ、健康増進と

保持、体力向上を図る「町民l
人1スポーツJ。
昭和59年9月23日に119チー
ム、 760名参加のもとで第1回
全国ビーチバレーボール親善交
流会が開催されてから19年。先
日、 9月14・15日に閲かれた第
19回全国ピーチボール競技大会
には、 427チーム、 2,335名もの
選手が集い、「自と緑Jのボーlレ
を追いかけていただきました。
I経済効果はいかほどですか？J
とも聞かれます。来年は第20巨！。
今から記念すべき大会の企画を
考えています。良いアイデアを

募集します。
昨日から天候が悲し今日は
激しい雨が降っています。おい
しい朝日産米の品質が心配です。
良家の方々の、そして販売して

おられる方々の心中を思うと心
が痛みます。早く天気iこなー
れ！
国交もないl認を、 日本の首相
が訪問し、金総書記と会談。日
本人投致疑惑・核ミサイlレ問題

などが話し合われました。 「近く
て追い関係に終止符を打つため
に平壌を訪問していただき、う
れしく思う。近くて速い関係は
20世紀の造物になると思うjと
金総書記が話されたとの報道を
f~fj~ 、て、 I国交正常化につながる

ことを期待したしリと願うのは
私一人ではないと思います。し
かし、 突然の行方不明から20年
以上も被害者の身を案じ続けて
おられた家肱の心中を思うとき、
ハッキリと究明してほしいと願
わずにはおられません。

(9月！？日記）.. 



ア

l
マ
は
「学
ぶ
楽
し
さ
」

制
H
川
で
さ
ま
ざ
ま
な
学
押
・
市

動
を
行
っ
て
い
る
牛
．
抑
学
科
同
体
の

祭
典
、
第
7
回
「
あ
さ
ひ
生
涯
学
問

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
す
。
「学
ぶ
楽
し
さ
」
を
テ

ー
マ
に
、
待
問
体
や
サ
ー
ク
ル

の
川

動
発
ぷ
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
峨
り

だ
く
さ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
い
米
財
を

お
山
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時U
H
m
m
HM
－
げ
川

ω

J

’：

（

（
 

（口
H
M
M
は
あ
さ
ひ
芸
能
文
化
祭

と
同
時
開
催
で
す
）

午
前

9
時
1
午
後
4
時
加
分

会
場明
日
．
川
文
化
体
行
セ
ン
タ
ー

「サ
ン
リ
i
ナ
」

、

主
な
内
容

・
ル
仁
川
れ
乍
門
川
体
の
乍
門
・
川
到
の

民・小

・
川下校

・
P
T
A
な
ど
の
学
刊

・
活

動
の
展
．
小

－
N
P
O
団
体
の
活
動
以
一ホ

．
生
涯
学
習
体
験
活
動

・
民
間
牛
一
概
学
問
機
関
の
制
介

．
料
ス
ポ
ー
ツ

・
民
ぶ
ス
ペ
ー
ス

．
体
験
コ
ー
ナ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
展
団
体
の
募
集

こ
の

「あ
さ
ひ
生
活
学
問
フ

ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
｝
に
出
版
す
る
阿
体

を
募
集
し
ま
す
。

O
対
象
明

H
川
に
お
い
て
、
作
仁
、
品
川
下
山
門

前
動
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
）
を
凶
附

し
て
い
る
川
体
ま
た
は
例
人
。
た

だ
し
、
村
正
の
政
治
や
山
教
祈
動

を
目
的
と
し
た
団
体
ま
た
は
個
人

は
除
き
ま
す
。

O
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

判
川
町
教
行
委
品
会
性
、
山
学
押

係
ま
で
屯
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
。

E
m
i
－

－

0
0
（
内
総
3
2
｜
）

四

m
l
l
1
0
9

「
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
し
て
み
ま
せ
ん
か

i
朝
日
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

i

一蜘
呆
性
尚
齢
有
の
家
版
介
護
者
を

トメ
援
す
る
た
め
、

｛見
守
り
介
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
弘
山
山
本
し
ま
す
。

見
守
り
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
く
だ
さ
る
・
万
が
「
や
す
ら
ぎ
支
援

円
ご
と
な
っ
て
痴
呆
性
高
齢
者
の
居

宅
を
訪
問
し
、
山
家
肱
に
か
わ

っ
て
話

し
相
手
、
「
見
守
り
」
を
行
い
ま
す
。

事
業
内
容

）
「
や
す
ら
ぎ
支
媛
員
」

（
養
成
教
室

日
午 10B寺
前月
9 24 
lk'i＇卜 ｜
・s (,I-:) 
T・ 
f~ 
4 
時

I嘉
fiff 魚
津
緑
ケ
丘
病
院

医療の現場から
あ
さ

五立
十室
嵐躍
典？お
士ぉ

r 講
義
・
「痴
呆
の
ぷ
一能
川
減
」

緑
ケ
丘
州
院
医
師

・
「痴
呆
性
向
齢
者
へ
の
接
しいん」

料
ヶ
日
術
院
石
越
川

施
設
見
学

・
緑
ケ
正
州
院

（
老
人
痴
呆
性
疾
忠
治
療
病
株
等）

・
老
人
保
健
施
設
「
こ
ぶ
し
の
庇
」

（
州
以
性
刈
附
計
と
の
交
流
）

ωや
す
ら
ぎ
訪
問
事
業

設
成
教
室
を
受
講
後
、
痴
呆
性
高

齢
行
の
家
肢
の
耐
久
品
を
受
け
、
「や

す
ら
ぎ
ぶ
緩
只
」
が
家
政
の
制
守
中

や
、
介
護
被
れ
で
休
息
が
必
必
な
時

間
出
に
肘
宅
を
訪
川
し
、
山
本
政
に
か

わ
り
、
話
し
相
手
、
「
見
守
り
」
を

行
い
、
家
族
介
護
朽
の
支
援
を
し
ま

す
。申

し
込
み

3 誰 10
丈支 JI 
ぉ援 lI 
I ~I 予 ｜｜
して（幼
込タ宇

み l二
f五品
乙8311 
。 I111r 
0 イ1:
3 ’む
0 fl" 

・国

・両越野球大会

12日ω総合グランド
・少年少女ソフトポール交流大会

13日（団総合グランド 8: 30～ 

・協会長杯ビーチボール大会

16日附～18日倒
サンリーナ 19: 30～ 

・朝日オープンテニス大会

27日但）テニスコート 9 00～ 
・秋季ゲートボール大会

27日（日）多目的広場 9: 00～ 

・町民夜間バドミントン大会

28日伺） ～サンリーナ 19・30～

、

第
町
田
県
民
体
育
大
会

（7
／

U
i

福
野
町
体
育
館
ほ
か
）

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

マ
少
年
明
子
3
位

泊
両
校
V
柔
道
マ
中
学
女
手
付
は
級

l
位
大
尚
美
恵
子

2
位
主
用
久
美

子
マ
特
陶
板
1
位
東
支
郷
マ
臼
同
級

l
位
組
問
陥
首
マ
日
同
級
2
似
合
川

沙
織

3
悦
稲
川
糾
刊

f
v
パ
ワ

l
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
マ

一
一
般
引
f
マ
フ
ル
ギ

ア
l
O
O同
級
l
似
木
町
一山
マ
ノ
l

ギ
ア
乃
同
級
2
似
水
門
府
成
マ
，
純

円
印
同
級
2
似
山
崎
両
芯
マ
同
市
同

級
3
位
水
野
由
民
也
マ
M
1
0
0
同
級

l
純
水
肝
い
が
V
ビ
l
チ
ボ
l
ル
マ
見

了

A
ク
ラ
ス

3
位

n．
u
．
0
マ
附
D

ク
ラ
ス

3
位
制
マ
広
下
A
ク
ラ
ス

2

似
V
E
N
U
S
マ
川
C
ク
ラ
ス

2
似

遊
必
マ
川
日
ク
ラ
ス

3
杭
L

八一本・什ス

マ
イ
ル
V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
マ
．
般川内

f
2仰
エ
ク
ス
プ
レ
ス
V
ア
ー
チ

ェ

リ
ー
マ
成
作
児
f
l仲
佐
渡
彰

↑
マ

少
年
女
子
2
此
七
沢
民
梨

新
川
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会

（8
／
4
黒
部
市
）

’V町内
f
2位
安
部
刊
行

3
位
以
雌

川

一
マ
女
子

（上
級
）
品
川
凶
日
山
本

側

f
マ
川

（山
中
級
）
l
似
“
打
－
U
ポ

収
刷
訂
竹
小

F
秋

雌
川
炎
マ
引
火

山批
A
H

（初
級
）
l
似
舵
川
附
ビ
品
川

闘
江
坂

n瑚
美

第
竹
山
田
庄
川
清
流
マ
ラ
ソ
ン

4
庄
川
町
）

V

一
般
男
下
2
M
l
位
佐
々
木
剛
マ

一
般
友
子
4
M
3位
勝
田
英
子

第
お
回
北
信
越
中
学
総
合
競
技
大
会

（8
／
7
1長
野
県
）

V
栄
辿
マ
山
子

ω同
級
3
位
山
子
附

人
マ
k
f
M判
同
級
2
似
L

八
円
五
必

f

マ
川
臼
同
級
2
似
越
川
裕
及
川

第
川
田
町
テ
ニ
ス
協
会
ダ
ブ
ル
ス
大

会

（8
／
什
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

－
悦
川
上
勝
之

・
刷
茂
必
以
組

2

位
打門川
凪
人

・
千
問
U
一
平
総

第
幻
回
高
桜
杯
争
奪
少
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

（8
／
げ

i
m文
体
グ
ラ

ン
ド
）
－
純
山
的

2
似’い八
宙郡
山

3
似
く

に
み
F
l
リ

h
h
t
e
r
s

第
臼
田
町
体
協
少
女
ピ
ー
チ
ボ
ー
ル

大
会

（8
／
悶
サ
ン
リ
｜
ナ）

V
小
学
生
の
部
i
政
市
野
チ
ャ
イ
ル

ド

2
位
く
ろ
ぴ
し
V
中
学
年
の
部

l
位
市
野
っ
ち

2
位
い
ち
ご
ミ
ル

（

8
／
 

ク新
川
地
区
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
戦

（8
／

μ黒
部
市
）

V
川
f
l似
川
山川
校

た
い
ら
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

（8
／
包
平
村
）

V
引

r印
刷
刊
歳
以
卜
．
の
部
3
位
林

V
ジ
ュ

ニ
ア
A
チ
l
ム
の
部
1
位
前

A
チ
ー
ム

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
ミ
ニ
パ
ス

競
按

（8
／
お
サ
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10月12日出 定員20名

のほらすか（雨飾山）参加料 1,000円

申込み・朝日町教育委員会
（宮役場内線323)
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10月のスポーツ

医
師

虚血性心疾患とは
心臓は心筋という筋肉からで
きており、血液を全身に送り出
すポンプの働きをしています。

心筋は働くために酸素や栄養を

必要としますが、それらを心筋
に運ぶ血管が冠状動脈です。冠

状動脈は、心臓の周りを王冠の
ようにめく・っていますが、この
冠動脈に動脈硬化が生じるζ長
でおきるの力、狭心症や心筋梗塞

といった虚血性心疾患です。
近年、食生活の欧米化や人口
の高齢化に伴い、この虚血性心

疾患が増加しています。

運動したり、強いストレスが
かかると心筋は一時的に血液不

足となり主に前胸部、ときに左
腕や背中に痛み、圧迫感を感じ
ます。これが狭心症て・す。
一方、冠動脈が完全に詰まっ

てしまい、心筋に血液がいかな
くなり、心臓のポンプとしての

機能が低下するのが急性心筋梗
塞です。症状としては激しい胸
の痛みや呼販困難、冷や汗、吐
き気などがあります。

これらの病気の診断には安静
時心電図、運動負荷心電図、ホ
ルタ一心電図や心臓超音波験査

などの種々の検査を行います。
さらに心臓核医学検査や心臓力

テーテル検査を行うこともあり

ます。これらの結果から治療方
針を決定します。
冠血管危険因子と呼ばれる高

血圧、糖尿病、高脂血症で治療
中の方、喫煙歴、肥満傾向など

のある方はそうでない方に比
べ、血管の動脈硬化が進みやす
いと言われています。
心当たりの方は力、かりつけの
先生にご相談することをお勧め
します。

-
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News & Topics 

秋の祭りに手拍否が響く
ーあさひ総合病院でふれあい秋祭り一

入院患者のみなさんに快適な病院生活を送って

もらおうと9月21目、「ふれあい秋祭り2002J

があさひ総合病院で聞かれました。

この祭りは平成3年から継続して毎年秋に開催
しており、毎回さまざまな催しを搬露しています。

舎年は朝日民舞会のみなさんがボランティア参

加し、武田節、花笠音頭などの踊りを搬露。集ま

った約100名のみなさんは手拍予をしながら秋の

ひとときを楽しんでいました。

ますますお元気で
一満100歳の祝いと米寿訪問一

草野の吉江いとさんが9月4日に満100歳を迎
えられ、それをお祝いして9月1目、魚津町長か

ら祝い状、羽毛ふとんなどが贈呈されました。

吉江さんは新聞を毎日欠かさず読むなどまだま

だ元気です。

また、今年度朝日町では648の方々が88歳の
f米寿jを迎えられ、これをお祝いして8月29日
と31日の2日間、百長夫妻が対象者の家庭を1
軒ずつ訪問し、祝い状や枕などを贈呈しました。

み毛よさんますますお元気で活躍してください。

世代を超えてIよし！タッチリ
ーサンリーナで世代交流ゲートボール大会一

ゲートボールを通じて、 3出代の交流を深めよ
うと9月22日、第20固富山県世代交流ゲートポ

ール大会がサンリーナ多目的広場を会場に開催さ

れました。

朝日町からの2チームをさむ参加14チームは、

60歳以上のシニア選手と15歳来満のジュニア選

手を富んで構成されています。

ときには吾どもたちがシニア選手にアドバイス

を送るほど、参加した約150包は競筏のほかにも

思い思いに交流を深めていました。

収穫の喜びを昧わう
一南保小学校で学綬田稲刈り一

町内の小掌校では唯一、学校田をもっ南保小学

校で9月3日、稲刈りが行われました。
地区の特色を感じ、農業への関心を高め、収穫

の喜びを昧わう目的で昭和63年から継続してい
る行事で、今年は5月14日に田値えを行い、こ

の巳を迎えました。

全般兜童69名が参加し、高学年が稲刈りを、
低掌年もわら運びを手伝い、汗を流しました。

収穫したお米は、地区のみなさんを招待する

fふれあい祭りjのご飯としてふるまわれます。

I発祥の地jささえるラどもたち
ー夏休み小学生ビーチボール大会一

夏休み期間を利用して、予どもたちに朝日町の

スポーツIピーチポールj仁親しんでもらおうと8
月31日、夏休み小学生ピーチポール大会がサン
リーナで開かれました。

地元朝日町だけではなく、入善、宇奈月からの

参加もあり、小学生とその保護者250名がI白と
緑のポールjを追いかけました。

約1か月の練習を経てこの大会を迎えた「発禅

N~~s & Topics 
広報係では、 あなたの回りの身近な話題を待っています．

まま83-1100 内線213へ

9月9日はf救急の日j
ーアス力で救急フェア開催一

9月9日のf救急の日j；を前に9月8日、救急フ
ェアがショッピングセンターアス力を会場に開催

されました。

救急業務への理解と応急手当の琶及を白的に消

防署が開催したもので、救急資器材の展示、応急

手当の基礎知識を掌ぷ講習に多くの人々が訪れま

した。

申でも、救急救命士が娼置を行うための器材を

備えた高規格救急車には関1e.1が集まり、熱ID＼に質
問をする人も男うけられました。

のi也Jをささえる号どもたち。夏体み最後の工曜 、
日に、元気な声が響いていました。

r-
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・回目

朝日町赤十亨奉仕団では、奉仕団

員としての意識を高め、災害時にI必

要な知謡と授術を身につける目的で

9月2目、町文化体青センター「サ

ンリーナJで非常食の炊き出し訓練

と救急法講習会を開催しました。

炊き出し訓練では、移動式炊飯器

を組み立て、点火、平釜に湯を沸か

し、専用袋に米と水・梅干を入れ30

分程度湯炊きするといった一連の作

業を体験。

澱急法では、倒れた人を無理主主力

を加えることなく移動する方法や、

熱申症になった人への対処の仕方を

実授を交えて掌びました。

掌授の休みを利用して、老人ホー

ムや地織のいきいきサロン、保育所

巡回公演をしている影結劇団 Iシル

エッ卜9Jは、新しいメンバーを募

集しています。

i管る楽しみ、男てもらう楽しみを

体験しませんか。多くの方々の参加

をお待ちしております。

申し込み・問い合わせは朝日町ボ

ランティアセンターまで（ft83-

1002、FA×83-1589）。

ー人をいたわり 」人を愛し 人をfきする

このJI）が社会福干止のi以である．

あな定のまちの幸也の定めl之
ご協力をお願いします

·~·U；（行II I Li旺it時半さんから放抑制

11 lllfの溌阪を願って 3βoori 

・繊出向lj川治美さんから~'120 1 11JJf;

L、体織が及びホールインワンを記

念して I 00,000l'J 

．
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．
 
．
 
．
 
・

－・・．． 
・・．．．  ． 

。朝日町善意銀行

(8月11日～9月10日）

•11~ 郵便J,,jll似iイ iぶ －－ l1iJ さんからあ

さひまつりlllJ.ii似益金

13、850ドi

也 L1' 

人を理解し

朝日町社会福祉協議会は、

みなさんと共に地域の福

祉向上を目指す民間社会福

祉団体です。

事務所 朝日町福祉センター内
ft 83-0576 
四 83-1589

社会福位協議会だより

赤十事炊き出し訓練・救急法講習会
， 
I 

人をいつくしみ

‘’桜lllf )..:,(';l!IJ jーさんから亡父久I.!
さんが生1i1Ji-J 111:,;8になったお礼と

I 00,000l'l 

「一緒に楽しみませんかJ
～影総劇団［シルエット9J団員募集～

~~ありがど う
~ あたたかい忘

ふくし
＠ 

して

10月の休日救急診療当番医諮鵠～午 5時

6日（日） 高桜医院 ft8乙0010

13日（日） 中川医院 ft82-0120 

14日（祝） 板東病院 H83-2299 

20日（日） 松倉医院 H82-0051 

27日（日）｜丸川病院 H83-3391 
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仁作 り」豆〉一
①じゃがL、も、にんじんは3～4'7（の仲状＇..：
切って9分どおりdiiでて、；j（試をきる。

②さやいんげんは簡を，，余包括i却でし、 3～
4ヤの斜め切りにする

③きくらげは水でもどし、せん切りにして姉

でる。にんにくはせん切りにする。

④ q i ~~なべに~I却を熱し、 ~j~j火にして、にんに
くをゆっくり妙める。

⑤＠にじゃがも、も、にんじん、きくらげ、い

んげんの般に加え妙め、出 ・こしようで調

味し、以後にみりんを加える。

irlt田・・・・….....・大さじ1

ll,A・…0・・－一小さじ1/2

ζしよう・ …－一少々

みりん－－一小谷じl

第2 ・第4土陥日は外来f本~（試行）です。
急患は夜間・休日を問わず、 24時間いつでも受け付けします。

ヘルシー
$信念図ゆ

、開古志乃

じゃがし、も・一・250g

t!-J<¥.＞いんげん－ ー・50g

にんじん・・・・・・・・50g

~i之似きくらげ ・－一 IOg

にんにく………lかけ

ペ－J.(_. 

可1 ~ ？ミ ) j ト｜ ノZ、五、 !}) 
（対象行等） 受 付u寺Ill'.

I OJJ 4 II・lI II・
健康体操教室 1811・2511

保健センター
(Iii守U'li) t、ずれゐ｛令｝

9:30～ 

I OJ l 4 11 ・ l l II・
J 811・2511

保健センター
L、ずれも（金｝
9:30～ 

健康相談
(ff I談話望的 IOJJ 111・811・

＊有：2 ＇.住附 ，，，よ保健センター 1511・22n・2911 名人制~II:センター
L、ずれも（火）で栄t童相談
13:30～15:00 

l OJ J 16円（；j()
基幹京都センター13：・30～15:00

心の健康相談 IOJJ 711・2111

[I例ちr；約；l~Jですが1は，Aでの交＇1 1・Iす11J L、ずれも（JJ) 新川町’l：センター
します。（ft52・1224) 13:00～14:00 
ほうft:老人のHI必も受けま

女性の健康相談 毎週余暇U
新1111'/'tセンターCJ.I.ff恥

の身体的・ M~l1f（.；悩み

赤ちゃん広場※
I OJ 124は（.tj-:)

（お誕肌 I Q:OQ～l I :30 保健センター
とそのi辻税

ゆめっこランド IOJ l 311・I711 

（，家似附ぷ0依行広献入1所？折川J J 
L、ずれら（本） 保健センター
9・30～lI :30 

ゆめっこランド自由開放 I OJ l I 011・2411

（司家附f族 t沫米人l庁所？労削川r9り J L、ずれち（木） 保健センター
10:00～1 I :30 

4か月児健診※ I OJ 12911 （火）
保健センター( I 4 lj: 6 Ji ~I＇.まれ） 13:00～13:30 

9～10か月児健診※ IOJJl511（火）
保健センター

(f 3l!' I 2J 1、14ll' l月生ま.h) 9:30～l o:oo 

3歳児健診※ IOJJ2411＜本）
保健センター

(I I fr4丹、 511’！；まれ） 13:QQ～13:30 

急性灰白髄炎（ポリオ）※
IOJJ911(1J<) 

(I州 Ii-H/',1il1!.：＇山た人） 13・15～14:30 i来住i：センターで21001飲んでいない人

急性灰白髄炎（ポリオ）※ IOJl23n＜水｝
保健センター(J4ll'・2月～61l’l：ま;ft) 13: 15～14:30 

※N f子帳持参

ft83-1160 

健康インフォメーシヨン
問い合わせ：保健センター n83-3309 

くらしの情報室
Uvill<J lnf・O『n:1tio11

。あさひ総合病院
冒四・



くらしの情報室

Uviri91 lrir V'• r明t.iiCJll

美術館実技講座

①初歩の日本画

講師 i古河.＇~R氏＜ LI~幽家）

全 9 1百｜で円 ~ 111 1j 一枚を完成するま

で指導します。

日時 10対1211(1)～2月8Fl(I:) 

J-J 21111 午後2時～

②みんなで日臨画家

講師 財1 1 敏｜リ11~ （洋削家）

i郵便同の窓｜」に川怠しでありますの
50歳を過ぎた男性の方ヘ ：で、同民年金保険料納付当 ・辿肱 ・
～前立腺倹診を受けましょう～ ：届出印を持参の上、希望金融機関で

日空！. J,-1"-
あなたの本箱
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M・サボロ

高齢化や生活環境、特に食生活の：手続きをしてください。

：欧米化などにより 、~）Iiif.I仰の病%が： 詳しくは役場住民生前課住民年金
：的えています。1ilJ立腺がんは、 1,1191：係（ft役場内線 l3 2）又は社会保

：発見、半！91治療により完治すること：険事務所（fi24-1494）へお4ね

．も可能ですの

集団検設なので気軽に受けてみま

日時 I Oけ2711(11)より傍J-J第4「111似： 日時 ①I OJJ 11 L」ω
しょう。

円午後211.y～

問い合わせ・申し込み

ふるさと美術館（tt82-0094l

Jお細島せ

糖尿病予防教室

②l OJJ 1 8H~ 

勺Hの叉・け付け時聞はいずれも、

：午後1時～2時30分

：場所 保健センター

：内容 採IfIL、J全然

：料金 500PJ （ただし、今年J,!tq 1に

: 50蔵、 55段、 60践になられる方、

灰谷健次郎

柴田よしき

大j尺在昌

芽田砂胡

皆川↑専寺

朝日町立φ央図書館（n83・0574)

ください‘

新しい本
GD  
朝日新聞天声人語2002豆

朝日新聞論説委員室I食祭とやま2002Jin高岡
－期日 10川26卜I（［）、 27IJ（仁｜） 本の紹介万事OK 伊蔽比邑美

－会場 ，·：.~同テクノドーム

〈特産王国とやまふれあい市〉

－県内3511i町村の特産品の民ぷ、販

だれもあなたのことなんか考えてい ：

ない R・Oーゼンプラット

越境蓄の記憶 宮本宣良

ナンシー聞のすっとこ人名辞典

ナンシ一関 ・

日野原重明

十八のR
・＞ .t 『十

八
の
夏
』
光
原
百
合

．ご
シじ

〈とやまの食文化紹介〉

．福山の食文化紹介 いのちの言葉

生きかたの選訳 日野原璽明
＠ 著－とやま食文化フォーラム

例日阿保健センターでは、下記の：及び70成以上の方は1!1~料） ：〈イベントステージ〉

日程で新尿病刊ザi教室を開催します。：申し込み ｛米仙センター（ft833309）：※入場は無料です

労働保険とは、 lti.ltl保険とジ；災保

声に出して読みたい日本語② ： 浪人生活が決まったき、信也は自
酉醸孝： 宅近くの川べりでスケッチしている

世界がもし10 O人の柑だったら② j女性と知り合った。その日から、彼
泡田香代号他編 ；女・紅美菩との不思議な交流が始ま

私でも面白いほどわかる自分の会社 ：った…。本年度、 日本推理作家協会

の数字 宝島社刊：貫（短編部門）を受賞した表題作ほか、

運命の足音 五木寛之： 三作を収録。花をモチーフに、震作

介護保険にかかるお金がわかる本 ：蓄の蓄蓄が満を持して送り出す癒し

服部万里号 ：の連作集。

日高敏隆ioご寄贈ありがとうございました
幸田弘予 ：f泊童干句j 尾崎泊童氏

制尿病は、白分で予防できる病気で： ：問い合わせ

す。教家に参加して、結尿病に悦lす： 年金だより ：食祭とやま実行委員会（県食事：f政策

る正しい知諸とチi坊ln去について学・ ～国民年金の保険料は ・諜l刷 会076-444-3271まで

びませんか ： 便利な口座振替で～

日時 ： 国民fド令の保険料を旬月忘れずに： 事 業主のみなさん労働 保隙の

第 1回 JOJJ 15LI閃午後 l時～4川：納めていますか。｜五l民年令の保険料： 加入手続 きはお済みですか

第2回 IOJ-12811(月）午後 111.1～411.Y,：は、毎JJ 13.30011-1で、報Hのぶ｜｜ま

I I Ji 7 I J(~q午前 1 0時30分：で納めていただく こと になっていま
～午後211.y ：す。

日時桜子千を,flJ川すると fついうつ

：かりj といった納め忘れを｜紡ぐこと ：付けられています。

：ができ、「l動的に保険料カ！J JIき必と・ 加入手続きの消んでいない市業主

・されるので立心です。 －のJiは、 ii急手続きされますようお

また、 一度予続きしてしまえば、：願いしますa

~litHi:-1 分で納める千聞も tiけて大変：
I j fUit11 です。 品~I：、この機会に 、 ｜ ｜出 j 支え合う 働くみんなの労働保険
：阪替a~JJ立をご干I)JriくださL、 ： 《問い合わせ》

口出縦十干のljI .if:川紙は、金融問l刻、：ハローワーク.（（｛iit(ft24-0365) 

第3回

場所 申!flf-llllf（米側！センター

持ち物 ltJcllH~ 

申し込み期限 I O川11H幽

問い合わせ 保健センター（包83・3309)

消防団秋季訓練
I OJ J 27110 llに消防団秋季訓糾

が行われます。

当円は午1~1/711キに町内全域でサ

イレンがl次的されるほか、消防’れ

による町内巡 lr•J b行われますか

ら、火災とJl¥J迎わないようにご川

語、ください J

また、一部地域で放水訓練も行

われますの周辺のみなさんのご協

力をお願いします。

：険を合わせた総称ですが、 l人以上

：労働者をJ1r!Jllしている場介には、労

：働保険にJill人する ことがu.wで義務

書の数えかた

朗読の楽しみ

大ホット求人情報交 平成J4 {!'I O円分

車問’

理学療法士

町の工事発注状況 （500万円以上）
一このコーナーはlllfが発山したものを縄戦していますー （H14.8.1～8.31 > 

,,jj()~'[f{[ 

n l14!f.1ot1J 31.18.5.ooo 

圃r1u似 l141f 9111 8.505.倒｝

I iving1 l11f or 

1 O月の各種相談
〈相談は無料です〉

1日開 悩みごと相談13:00～16:00 福祉センター

2自体）結婚相談13:00～16:00 福祉色ンター

法律相談（要予約tel83-0576) 

8日開
裁判所出張調停相談

介護－保健相談

子育て ・教育相談
13:00～16:00 窃祉センター

9日（制 年盆相談10：白00～15:00 役場会鵠室

悩みごと相談

15日閃 行政相談人権登記相談
母子父子相談税金相談
13:00-16:00 福祉センター

16日（水） 結娼相談13:00-16:00 福祉センター

22日ω悩みごと相談13:00～16:00 福祉センター

幻 自体）
年金相談
10:00～15:00 役揚会議室

25日（到
巡回相談
（悩みごと相談・行政相践）

13:00～16:00 福祉センター

お 日ω悩みごと相談
13:00～16：・00 福祉センター

．教育相談（教育センター）

受け付け時間 （月.7.1< .木曜日）

9 00～16:00 宮82-1000

．子育て相談（保健センター）

受け付け時間 （月～金曜日）

8.30～17:00 tt83-1920 

10月のガソリンスタンド休日当番店

6日旧）あさひ野農也 宮83-1135
13日（日） 全店営業

14日（祝） 全店営業

20日（日）朝日石油 ft82-0661 

27日（印 大谷石油 宮82-0703

交通事故発生状況調
8月末現在｛ ）内は前年同月比

一－ ~一事故 T 物鼠
｛牛獄 i 死者 傷者 窃放

一内 151包竺陛f（一－5) (-237) 

入著書E’iUI 130件 4人 16ο人
管内 （－29) (+2) (-34) 

I 2人 59人 I117件
続日町 (+13) I (+2 I I 

・国



ft83・3700
ない、ゐKAtJ情報 ~ 員

・全国「翻日j特産品フェア
10同12日出～20日（印

・朝市感謝祭
10月13日（日午前8時30分～9時
30分

海の幸を使った大漁鍋を無料で配布｜

先着300名線

大好評f秋のフリーマーケット

出店者募集H
家に眠っている不用品や手作りの作

品を販売してみませんか。

日時 11月3日日午前10時～午後3時

湯所 もぎたて館

出店料 500円

出店スペース 2m×2m(22店舗）

※当日晴れの場合、当日出店受付可

Kotist 
みやに l のぞみ

f宮西希j
コンサート

日時 10月12日ω午後4時開演
出演 宮西希（二十絃箸）

西嶋徹（ウッド ・ベース）

林正樹（ピアノ）

※チケット2,000円で好評発売中

10月の営業

休館日・・ 111、81ゴ、 15卜｜、22円、2911
夜間休業..71二｜、18目、 2l II、28日、

301 1、311:1
《あじわい館》

5仁l(ll26「1(1)は結婚披銭安のため終
「lfrし切り。l111とめは夜間nし切り

第23回朝日町美術展
開催期間 I IH l卜！とi}"）～41-l伺）

会場 アゼリアホール

部門 絵1111j、占、彫刻、 l：去、与：翼、

デザイン

応募資格 lllf fE住、勤務または通学し：

ている人で、同校生以 I.:.の人

応募期間 10灯211体）～2111例）

作品搬入 I OJ 129円（刈

※応募~J!i · 山品申込 ，lf-は、ふるさと

美術館、 lllf教資委H会、役賜窓口、

制111：センター、アスカにあります。

問い合わせ

ふるさとx術館（ft82-0094) 

也
～坐 μ らくち～の情報 ft82・0990 和太鼓講座
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10月の月間行事予定 （10目。！な11日錨は休館日）

1日ω 割引券プレゼント 1120日目らくち～のカラオケ発表会
～6日（ 日（15:00) I 

l ~~~~~＝~H~司1 26日同お眠デー ーっ
13日目諸祭会民舞発表会（15:00) 1127日目らくち～の水泳記録会

らくち～のはスポーツチームを応媛します。抽選でチーム全員4時間コース
ご招待。受付はフロン卜にて。

くらしの情報室 E
・・-・・ -
'rncJUC『1・.. -llivifKl lrrf ()I 

時制おいlf1.''li'-~ ＼蹴写真膨‘＇11'-
日時 IOJJJ9HU）～23fl（村

集合 側l1111 r役倒的午前911午
日程

－役場発午前9時lO分

・ 越道11~~1孜W'. （徒歩）

－三段i屯、 11＼り縞

－小川百nl泉川尚（入浴）

－役場行 午後4時30分

定員 I 1125名

参加費 3,0001'1 

日時 I OJヰ26U(I) 

：集合 羽l円町役場内ij午前9H守

：日程

・位以発午前911!iI O分

．じ屯ii[

：窄（コスモス｜会｜）

. f.11~r-1チ山

－ヒスイ海岸

：定員 25名

：参加費 2.0001'1 

同ツアーともに申し込み則｜間は10Jl311(本）～911（水）

定以を越えた場合は1111選とします。

問い合わせ ・申し込み

明HlllfMl光協会事務局（役場尚i；観光課｜λJ）宮役腸内務jll52まで

Iなかよし広場j育児相談 ：受講料 l回3001'1
一朝日町保育士会一 ；申し込み 臼 ｜（γ仰飢（ft82ー 1294)

ふるさと美術館友の会
美術館めぐり

日時 10月18「！（初午前9n.'fll＇，発

：行き先

｛米台所でおf・さんとー紡に遊んだ ： ・富山県立近代美術館

り、お舟さんl•il tで情報交換したりし：

対象 小γ’1~.からお年計~·f りまでどなた・て、楽しい~11午を過ごしましょう。

でも ：日時 10Jl1611（ね

アゼリアホール情報 ft83-2000 

質問 J!'.m 

内容 初めての打ち／jから杭太設

申し込み・問い合わせ

あさひど，＇~（1J｝，（説会 ・ 伎， ＇ i (fi83- l 75Q) 

※太鼓の数の百JI合により、 20主i程度で：

締め切ります。 ： 

主催 あさひ行駒太鼓会

共催 人家Ji-公民館

［町の人口］ 平成14年9月1日現在

人口 15,953人 （・17)

男 7,523人 （・4)

女 8,430人 （・13)

世得数 5, 145世帯 (-6) 

ー’
．お問い合わせ
朝日町役場総務課総務広報係

〒939-0793
朝日町道下1133
ft 83-11 00 FAX 83-1 1 09 
．ホームページ
http://www. town .asahi. 
toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， 
E型・

：対象 保育所人所前の乳幼児と鋭、家：が、即時人会でも11f

：問い合わせ・申し込み先

※参｝Jll費は1!l~料です。 ご希守！の／jは当 ： ふるさと美術館（fi82-0094)

10月1日から

富山県最低賃金改正

11 函（時間額f

北親会 「文化講演会J（主催 ：北陸銀行）

10月12日出 午後1時間場
午後2時間演

演題／［戦国夫婦の共生一利家とまっj

講師／歴史作家童門冬二 氏

三峯コスモス固まつり

午前911午30分～l111＇.~30分

：場所 大家IU米ff所（fi82-050I) 

fi'i 

H会場へおし、でください。

手編教室
日時 lOJ J 191 1、26FI、1IJJ 911、

2311、12)J 7 IJ、1411(1-.11保円）

日時 10川1311(日）午前10時～午後2川： 乍後 いi・.'i30分～311寺30分

場所 ：宅グリーンランド｜村広場 ：会爆 止i／｛ザ：~l＇／飯田｛会議常

内容 ふれあい競妓大会、楽しいステ： 講師 寓川依「子先生

アゼリアホール開館10周年記念

小峰あずさ・北山始歌謡ショー
午前10時開場午前10時30分開演

10月18白幽 第10固朝日町ポランティアの集い
10月1日ω あさひ写友クラブ会員作品展

～8日ω ァスカ ・センタコートにて

10月12日ω

ージ、アJレペンスライタ一大会、クズ ：定員 20名

マス汁他 ；内容 カーデイガン、セータ一、千袋、

主催 依川地｜ヌコスモス然り実行委員会：靴下等の作りJiを学押する

「日111のII本11hjたちJ

．新湊市博物館

「石川；； ~Jf.~の午．漉J

－費用 4.500円（H食合）

：定員 40名 ぶの会会此に｜以ります

~ 
臣独方式とし、金額は据え置き）

《問い合わせ》

山山労働局（ft076-432-2735)

f.(lfl¥労働基準慌作省（ft22-0579)

・調
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の
前
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る
け
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な
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彩
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コ
ン
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。
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。
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。
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。
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な
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。
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に
込
め
ら

れ
た
信
頼
、
そ
し
て
的
敬

・
苧
利
の
思
い
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
V
お
り
し
も
、
米
テ
ロ

か
ら
ご
午
、
そ
し
て
北
朝
鮮
問
制
。
内
と
総

の
ポ
ー
ル
が
併
問
汁
を
結
ぶ
た
め
に
叩
U
川
か

ら
成
び
山
し
て
行
け
た
ら
・

。
凶
作
幻
ぐ
の

「什
と
れ
制
」
の
ぶ
中
l
の
行
さ
ん
一
ん
に
は
、
大
き
な

大
き
な
，
川
能
性
が
柑
め
ら
れ
て
い
ま
す
，
＠
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